
西丹沢方面：令和元年 9月 29日（日） 

西沢・用木沢 

＜「登山道補修隊」の活動を行いました＞ 

●神奈川県自然公園指導員 8名とパークレンジャー等スタッフ 4名の計 12名で、 

登山道の補修作業を行いました。 

 

 

●今回の補修作業は、2 班 6 名に分かれて西沢と用木沢の流された木橋のかけ直しでした。

これらの木橋は、片側だけをワイヤーで固定し、増水時には流れるようになっています。

これは、流勢や漂流物で木橋そのものが破損することを防ぐためです。 

  

 

●重い木橋を 5、6名で動かすことはとても大変でした。手や体を挟まれないように注意し

て慎重に作業を行いました。 

 



●設置後は橋を渡っても危なくないか確認し、グラつていたら石を挟み安定するようにし

ました。また、掘削されないように橋を渡した岸などに石を積んで応急的な保護を行いま

した。 

  

  

 

●西沢で 5か所、用木沢で 2か所の木橋のかけ直しができました。 

  

 

●初めにも書いたように丹沢に設置されている木橋はもともと流れやすくなっています。

もし木橋が流されていて渡渉が必要な場合には、十分注意してください。危険を感じた場

合は無理をせずに引き返す勇気も大切です。 


